
第３回「近畿における農産物販売金額」
（2015年農林業センサスミニ分析）
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○ 近畿における農業経営体数（平成27年２月１日現在）は13万179経営体。
このうち、販売金額が1,000万円以上の経営体数は5,211経営体で、全体の４％。（都府県

８％）
○ 一方、1,000万円以上の経営体の販売金額（注１）は1,825億円で、全体の57％をシェア。（都
府県71％）

また、5,000万円以上の経営体数は全体の0.4％に過ぎないものの、販売金額では30％のシ
ェア。（都府県40％）

１ ４％の農業経営体が農産物販売金額の57％をシェア

販売金額規模別経営体数の推移

近畿農政局統計部

販売金額規模別経営体数の増減率
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販売金額（注１）規模別金額割合の推移
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販売金額（注１）規模別金額割合の比較（平成27年）

（平成22年→27年）

注２：北海道を含まない。
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○ 販売金額規模別の経営体数割合をみると、100万円未満の経営体の83％が稲作。

一方、畜産は、販売金額が大いほど割合が高く、１億円以上層では66％を占める。
○ １経営体当たりの販売金額は、耕種では、経営体数が最も多い稲作は91万円に留まって
いるものの、果樹類が380万円、露地野菜が359万円。
畜産は、肉用牛が2,458万円、酪農が4,168万円、養豚、養鶏はそれぞれ１億円以上。

２ 農産物販売金額が１億円以上の経営体の66％は畜産
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注：１ 部門は、農産物販売金額１位の部門である（以下同じ。）。
２ その他（耕種）は、麦類作、雑穀・いも類・豆類、その他の作物（水稲・野菜・果樹苗、造林用の苗木、
栽培きのこ類等）の合計である。
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○ 販売金額が1,000万円以上の経営体数は、和歌山県が1,551経営体で最も多く、県全体に
占める割合は7.2％。

○ 市町村別にみると、1,000万円以上の経営体数割合が10％以上の市町村数は16で、奈良県
平群町の29％（主に花き・花木）を最高に、京都府和束町の28％（工芸農作物）、和歌山
県湯浅町の23％（果樹類）の順。

３ 農産物販売金額が1,000万円以上の経営体数は和歌山県が最も多い
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（市町村別マップ・平成27年）
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○ 都府県における農産物販売金額1,000万円以上の経営体数割合は7.6％。
一方、近畿は4.0％で、都府県平均の半数程度に留まる。

参考（全国）都府県の1,000万円以上の経営体数割合は7.6％

お問合わせ先：統計部統計企画課 電話０７５－４１４－９６２０

販売金額1,000万円以上の経営体数割合

（都道府県マップ・平成27年）
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